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イスラーム法は、ムスリム・非ムスリムであるかを問わず、生命・財産・名誉の保護などといった基本
的人権を守ります。非ムスリムが（イスラーム国家の）居住者・来訪者であるかに関わらず、彼
らはこれらの権利を保証されるのです。これらの権利は、法によって認められ、正当化される
事例以外には剥奪されることはありません。一例を挙げるなら、非ムスリムは殺害罪で有罪
にならない限りは殺されることはないのです。神は述べます。
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預言者ムハンマドは、非ムスリムの居住者・訪問者の生命は侵害されざるべきものであると宣
言しています。
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イスラームは非ムスリムに対する暴行や、名誉・財産の侵害を許しません。もし誰かがズィンミー（イ
スラーム国家内に居住する非ムスリム庇護民）から何かを窃盗したのなら、その人物は懲罰を
受けなければならず、もし誰かがズィンミーから何かを借りたのなら、それは返却されな
ければなりません。預言者ムハンマドはこう述べています。
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彼はこのようにも述べています。
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エジプトのアフマド・ブン・トゥールーンの時代に興味深い逸話があります。ある日、キリスト教の
修道士が総督について不平を訴えるためにトゥールーンの宮殿を訪れました。彼を見た番兵は彼の抱
える問題について尋ねましたが、総督が修道士から300ディナールを奪ったことを知ると、彼が不平
を訴えないことを条件に彼自らが修道士に直接その額を支払うことを提案し、修道院はその
提案を受け入れました。

この出来事を耳にしたトゥールーンは法廷に修道士、番兵、総督を一同に召喚しました。トゥー
ルーンは総督に言いました。「あなたには必要性を満たすだけの十分な収入がないのか？
他者からの搾取を正当化出来るほど、窮乏しているというのか？」

総督は非を認めましたが、トゥールーンは尋問を続けた末に彼を解任しました。次にトゥールーンは総督が
いくら奪ったかを修道士に尋ねると、修道士は300ディナールであると答えました。するとト
ゥールーンはこう言いました。「あなたが3000ディナールだったと主張しなかったことは、大
きな懲罰が必要な彼（総督）にとっては不幸中の幸いだったが、私はあなたの主張に基づいた
判決しか下すことは出来ない。」そして総督から金を取り、修道士へと返却しました。」2

非ムスリムは名誉が保護される権利も有しています。この権利は非ムスリムの（イスラーム国
家）居住者だけでなく、訪問者にも適用されます。彼ら全員には安全性と保護を受ける権利がある
のです。神は述べます。
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庇護を受ける権利は、すべてのムスリムが尊重し、庇護者を支援すべきものです。預言者はこ
のように述べています。
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女性の教友のひとり、ウンム・ハーニーは預言者にこう言っています。

????????????????????????????????????????????????

預言者は彼女に言いました。

????????????????????????????????????????????4

庇護を受ける権利とは、それを求める非ムスリムに対してムスリムが庇護を与え、安全を保証す
るものであり、それを侵害する者すべてへの痛烈な懲罰を警告するものです。庇護はそれが
与えられた者に対する侵略・攻撃からの保護を保証するものです。他のいかなる宗教もこの権利を
明確に保証したものはありません。

Footnotes:

ムスナド・アフマド1

Ibn Hamdun, ‘at-Tazkira al-Hamduniyya,’ vol. 3, p. 200-2012

サヒーフ・ブハーリー、イブン・マージャ3

サヒーフ・ブハーリー。4
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